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報道発表資料 

令和 5年 7月 26日 

独立行政法人国民生活センター 

 

飲み口付近に残留ひずみがあり割れやすいガラスコップ 
－当該品をお持ちの方は販売元にお問い合わせください－ 

 

「ガラスのコップを洗っていたところ、割れて手にけがをした。割れた原因を調べてほし

い。」というテスト依頼が 2022年 9月に寄せられました。当該のガラスコップを調査したとこ

ろ、飲み口の近傍に、製造工程の不備に起因したと考えられる残留ひずみ(注１)がありました。こ

のことから、飲み口近傍に傷がついたり、外力がかかったりした場合、通常のガラスコップより

割れやすくなっている可能性があることが分かりました。なお、本件は消費生活用製品安全法の

重大製品事故、消費者安全法の重大事故として消費者庁のウェブサイト(注２)に掲載されていま

す。 

また、輸入元による調査でも同様の結果であったとのことです。当該品「オーロラグラス」を

お持ちの方は、使用を中止し、販売元である株式会社パルにお問い合わせください。 

 
（注１）ガラスの製造あるいは加工時に、ガラスを高温の状態から冷やす際、冷却が急であったり、温度に

むらがあったことで均一に固化しなかったこと等で、ガラスに残ったひずみのことを残留ひずみと

いう。残留ひずみのあるガラスは、衝撃や外力、傷などにより割れてしまう危険性が高くなる。 

（注２）消費生活用製品の重大製品事故に係る公表について（令和 4 年 9 月 2 日）（消費者庁）におい

て、事業者名、型式等を公表済み。 

https://www.caa.go.jp/notice/assets/consumer_safety_cms202_220902_01.pdf 
消費者安全法の重大事故等に係る公表について（令和 5 年 3 月 9 日）（消費者庁） 

https://www.caa.go.jp/notice/assets/consumer_safety_cms201_230309_01.pdf 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1．当該品の外観（クリア） 
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表 1．当該品の主な仕様等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．割れた当該品の状態等 

飲み口と平行な方向かつ周状に割れており、胴側では、表面のコーティングの剥がれや、食

器洗い時のスポンジによるものと考えられる擦り傷がみられました(写真 2参照)。 

 

飲み口側 

 

胴側 

 

商品名 オーロラグラス 

容量 約 320ml 

色 クリア(品番：2101/190251)、ブラウン(品番：2101/190252) 

本体材質 ガラス 

販売者 株式会社パル(3COINSブランド)(法人番号 7120001197420) 

製造国 中国 

販売価格 330円(税込) 

販売期間 2020年 10月 7日～ 2022年 8月 18日 

出荷個数 クリア：1,067,186個、ブラウン：287,573個 

コーティングの剥がれが
みられた 

擦り傷がみられた 

飲み口と平行な方向に、周状に割れていた 

打痕などはみられなかった 

写真 2．割れた当該品の外観 

 

割れた部位 

割れた部位 
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２．当該品の残留ひずみ 

割れた当該品と割れていない当該品について、鋭敏色法を使ったひずみ検査器（注３）で残留

ひずみの有無を観察したところ、いずれも、飲み口と割れた部位の近傍において、周状に大

きく色が変化しており、強いひずみが確認されました（写真 3参照）。 

 
（注３）直線偏光板と位相差板で構成された検査器で、ひずみがあると背景色と異なる色に変化する。 

 

割れた当該品 割れていない当該品 

  

写真 3．鋭敏色法による残留ひずみの観察 

 

３．消費者へのアドバイス 

当該品においては、飲み口付近に、製造工程での不備によると考えられる残留ひずみがあり

ました。このことから、飲み口周りに傷がついたりや外力がかかったりした場合、通常のガラ

スコップより割れやすくなっている可能性があることが分かりました。 

販売元である株式会社パルの申し出情報によると、当該品について返品・返金を案内してい

るとのことです。対象となる品名や品番は、株式会社パルのホームページより確認ができま

す。対象となる商品をお持ちの方は、使用を中止し、株式会社パルにお問い合わせください

（参考資料参照）。 

 

４．問い合わせ先 

  株式会社パル お問合せ専用窓口 

TEL：0120-231-315 受付時間：10:00～17:30 

Mail：3coins_auroraglass@palgroup.co.jp  

  

背景色に対して色の変化が大きいことから、強い残留ひずみが確認された 

割れた部位 
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○情報提供先 

消費者庁                           （法人番号 5000012010024） 

内閣府 消費者委員会                      （法人番号 2000012010019） 

経済産業省                           （法人番号 4000012090001） 

オンラインマーケットプレイス協議会                （法人番号なし） 

 

 

 

本件問い合わせ先 

商品テスト部：042-758-3165 
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参考：残留ひずみの発生について 

ガラス製品を製造する際、けい砂などの原料を高温で溶かし、所定の形状に成型した後、残

留ひずみが発生しないよう、炉の中でゆっくりと常温まで冷ます「徐冷」という工程がありま

す。ガラスコップでは、成型後に口当たりをよくする目的で口部を溶かして丸める口焼きを行

う場合があります。この場合も、口部に残留ひずみが発生しないよう徐冷します(図 1参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．ガラスコップの製造工程(イメージ) 

 

成型後や口焼き後の徐冷の速度が速いと、空気に触れているガラス表面が内部より先に固ま

り、体積が縮まります。一方、ガラス内部は、縮まっていく表面側に形状が引張られるため、

この境目にひずみが残留します (図 2参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．ガラス製品で残留ひずみが発生するメカニズム(例) 

 

 

 

 

徐冷 徐冷 

口焼き 製品 成型 

①冷える過程で 
縮みながら固まる 

②固まっていく側に 
形状が引張られる 

③境界にひずみが 
発生・残留する 

 空気に触れる表面は 
相対的に冷えやすく、 
固くなる 

空気に触れないため 
相対的に冷えにくく、
やわらかい 
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＜2023年 7月 24日 店頭掲示インフォメーション＞ 

 

  

参考資料＜社告＞ 
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